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会社概要
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◆売上高 2兆4千億円
◆営業利益率 4%
◆海外売上高比率 25%

◆ROE 10%

◆売上高 3兆円

◆営業利益率 5%
◆海外売上高比率 40%
◆ ROE 10%超

◆売上高 3.5～4兆円
◆営業利益率 5%超

◆海外売上高比率
50%

◆ ROE 10%超

海外：M&Aによる非連続な成長

国内：日本事業の強靭化



社会的課題

■人手不足、環境問題、安全・品質管理・・・・

⇒重要度が飛躍的に高まっている

問題解決の

鍵

企業の枠を超えた全体最適の追求、トータルソリューション

持続的成長

日本事業の強靭化 ⇒ 海外事業の飛躍的成長

日本事業の強靭化戦略
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当社の事例

医薬品事業

モーダルシフト・共同配送

災害物流
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GDPの要求事項と必要基盤

実現に向け
必要な基盤

ソフト面：
運用手順(SOP)、トレーサビリティ

ハード面：
倉庫、車両、IoTデバイス

GDP実現に向けた対応

GDP

偽造薬の防止

要求事項

完全性の保持
（特に温度管理）

GDP(Good Distribution Practices)とは

・ 流通過程における医薬品の品質保証の基準

・ 医薬品の品質を確保し、安全に患者さんのお手元にお届けし、安心して使用していただくための基本的な指針

これまで医薬品製造において要求されてきた品質保証の水準が、医薬品の流通過程での保管や輸送のプロセスまで拡大したとみなすことができる。

医薬品事業：課題（ＧＤＰ）
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プラットフォーム構築
の考え方

産業共通課題
への対応

➡GDP規制強化を機会と
したビジネスモデルの刷新

イノベーションによる
新たな価値創造
➡デジタルを活用した
新たなサービスを提供

ハード面 ソフト面

GDPに準拠した物流サービスを提供 デジタルを活用した情報サービスを提供

実物流としてサプライネットワークを構築
（医薬品に関するGDPに則った調達物流から一貫したSCMを提供）

温度・位置情報 個装毎のシリアル情報*

紐づけ

ロジスティクスプラットフォーム -IoTを活用した物流トレーサビリティ-

商流プラットフォーム -BlockChainを活用した情報サービス-

トラックマッチング

…
品質トレーサビリティ 在庫コントロール 契約・決済

製薬
工場

メーカー
倉庫

卸 DC 卸 支店

ICLPを
輸送単位ご
とに添付

医療機
関

投
与

インテル共同開発
デバイス

東

富

西九

東日本拠点（埼玉）

西日本拠点（大阪）

富山拠点

九州拠点（北九州）

21年１月竣工

20年12月竣工
20年9月竣工

21年1月竣工

フォワーディングネットワーク 国内物流ネットワーク

医薬品物流プラットフォーム - NEX Pharma -

医薬品事業：当社のソリューション
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モーダルシフト・共同配送
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災害物流
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今後の物流について

個別最適 全体最適

パートナーシップ プラットフォーム
トータル

ソリューション

企業の枠を超えて、全体最適を追求する

9

イノベーションと持続的成長
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